くなら 正々 堂々 と 玄関から、 お 座敷、 台所、 雪隠まで 

見せて まわらなくて はいけ ない。 しかも 退屈 させない 

ように、 非常な 興味 を 持た して 案内して 行かなければ 

ならない。 

この 点が 本格 物の 一 番 骨の 折れ どころ では あるまい 

/J 

力 

奥歯に 物の 挟まった ような 書 方 をした の は ドウ も 面 

白くない。 ところが 本格 物 を 書く と ドウしても ソン ナ 

筆致 を 用いなければ 向う へ 行けない の だから ゥ ンザリ 

する 



抒景に 行数 を 取られる の も 有難くない。 推理と 抒景 

と 並行す る 時、 ス ルリと 抒景と 一 致す る 時、 本格 物の 

痛快 味が、 忽然 スパ ー クを 放射して、 たまらなく 爽快 

な オゾン 臭 を 放つ。 

この オゾン 臭の 近代的 感覚が 探偵小説 の 独特の 生命 

であると 思って、 私 は 心から 歓喜しつつ 吸入す る。 

紙芝居 式の 謎々 小説よ。 呪われて 在れ。 

性格 描写 無用 を 叫ぶ 者が ある。 

性格 を トリックに 使う „^ 者が ある。 



どちらも 両立し 得る と 私 は 思う。 しかも ド チラ も 作 

家 的 無 良心に 陥り 易い ようで ある。 

探偵小説の 神秘 は 究極す ると ころ、 神秘であって は 

いけない と 思う。 2 + 2 =1 であり 2 X 2 = 4 でな け 

れば 結局 感心 出来ない 事になる ようで ある。 

l = x\x 〔# 「x\x」 は 分数 u =lxl = o\o 

〔# 「o\o」 は 分数 u =8 .1. 8 なんてい うの を 使う の は 

大抵 素人に 限る ようで ある。 

^ (II) を 使う 時、 本格 探偵小説の 価値 は とな 

るか、 又は 性質 を 変じて ノンセンス、 ュ ー マ ー、 怪奇 



て も 仕方がない。 

全篇の スト ー リ ー を 一 挙に 真実 化する のが ホン トの 

トリック ではない か。 

話術で スリル を 作る の は インチキ 話術で はない か。 

探偵小説 は 日常 到る 処に 在る。 諸君が そこで 呼吸し 

ている ことが 既に 驚くべき ミステリ ー であり、 ト リツ 

ク であり、 スリルで なければ ならぬ。 

ただ、 読者が そ - J まで 高級 化し ていない だけの 話で 

ある。 
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